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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
微粉相を含有する化粧用組成物であって、前記微粉相が、中空球体の一部分の形状をもち
且つオルガノシリコーン物質で作られている凹形粒子と、マイカ、セリサイト、ガラス、
シリカ、酸化アルミニウム、又は硫酸バリウムから作られ、且つ、厚さに対する最大長の
比が５以上となるような最大長及び厚さを有する小板形状粒子とを含有する化粧用組成物
。
【請求項２】
中空球体の一部分の形状をもつ前記凹形粒子が０．０５μｍ～１０μｍの平均直径を有す
ることを特徴とする、請求項１に記載の化粧用組成物。
【請求項３】
中空球体の一部分の形状をもつ前記凹形粒子が、馬蹄形又は弓形の横断面を有することを
特徴とする、請求項１又は２に記載の化粧用組成物。
【請求項４】
前記オルガノシリコーン物質が、式（Ｉ）：ＳｉＯ２、及び式（ＩＩ）：Ｒ１ＳｉＯ１．

５（式中、Ｒ１はケイ素原子に直接結合した炭素原子を有する有機基を表す）の単位を含
むか又はこれらの単位からなる３次元構造をもつ架橋されたポリシロキサンであることを
特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項５】
前記有機基が反応性有機基又は非反応性有機基であることを特徴とする、請求項４に記載
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の化粧用組成物。
【請求項６】
前記非反応性有機基がＣ１～Ｃ４アルキル基又はフェニル基であることを特徴とする、請
求項５に記載の化粧用組成物。
【請求項７】
前記非反応性有機基がメチル基であることを特徴とする、請求項６に記載の化粧用組成物
。
【請求項８】
前記反応性有機基が、エポキシ基、（メタ）アクリロイルオキシ基、アルケニル基、メル
カプトアルキル、アミノアルキル、又はハロアルキル基、グリセロキシ基、ウレイド基、
又はシアノ基、から選択されることを特徴とする、請求項５に記載の化粧用組成物。
【請求項９】
前記反応性有機基が、エポキシ基、（メタ）アクリロイルオキシ基、アルケニル基、又は
メルカプトアルキル若しくはアミノアルキル基、から選択されることを特徴とする請求項
５又は８に記載の化粧用組成物。
【請求項１０】
Ｒ１がメチル基を表すことを特徴とする、請求項４に記載の化粧用組成物。
【請求項１１】
前記オルガノシリコーン物質が、単位（Ｉ）／単位（ＩＩ）のモル比が３０／７０～５０
／５０の範囲になるように前記単位（Ｉ）及び（ＩＩ）を含むことを特徴とする、請求項
４～１０のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項１２】
前記オルガノシリコーン粒子が、以下の：
（ａ）少なくとも一種の加水分解触媒及び任意に少なくとも一種の界面活性剤の存在下で
、式ＳｉＸ４の化合物（ＩＩＩ）及び式ＲＳｉＹ３の化合物（ＩＶ）を水性媒体中へ導入
すること（ここでＸ及びＹは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ基、Ｃ１～Ｃ４ア
ルコキシ基を含有するアルコキシエトキシ基、Ｃ２～Ｃ４アシロキシ基、Ｃ１～Ｃ４アル
キル基を含有するＮ，Ｎ－ジアルキルアミノ基、ヒドロキシル基、ハロゲン原子、又は水
素原子を表し、かつ、Ｒはケイ素原子に直接結合した炭素原子を含む有機基を表す）；及
び
（ｂ）段階（ａ）で得られた混合物が、少なくとも一種の重合触媒及び任意に少なくとも
一種の界面活性剤を含む水性溶液と、３０～８５℃の間の温度で、少なくとも２時間接触
させられる操作、
を含むプロセスに従って得ることができることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか
一項に記載の化粧用組成物。
【請求項１３】
前記段階（ａ）において、前記化合物（ＩＩＩ）と前記化合物（ＩＶ）のモル比が３０／
７０～５０／５０の範囲であることを特徴とする、請求項１２に記載の化粧用組成物。
【請求項１４】
前記段階（ａ）において、前記水の質量と、前記化合物（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）の合計量
との質量比が、１０／９０～７０／３０の範囲であることを特徴とする、請求項１２又は
１３に記載の化粧用組成物。
【請求項１５】
前記有機基が、反応性有機基又は非反応性有機基であることを特徴とする、請求項１２に
記載の組成物。
【請求項１６】
前記非反応性有機基が、Ｃ１～Ｃ４アルキル基又はフェニル基であることを特徴とする、
請求項１３に記載の化粧用組成物。
【請求項１７】
前記非反応性有機基がメチル基であることを特徴とする、請求項１２又は１６に記載の化
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粧用組成物。
【請求項１８】
前記反応性有機基が、エポキシ基、（メタ）アクリロイルオキシ基、アルケニル基、メル
カプトアルキル、アミノアルキル、又はハロアルキル基、グリセロキシ基、ウレイド基、
又はシアノ基、から選択されることを特徴とする、請求項１５に記載の化粧用組成物。
【請求項１９】
前記反応性有機基が、エポキシ基、（メタ）アクリロイルオキシ基、アルケニル基、又は
メルカプトアルキル若しくはアミノアルキル基、から選択されることを特徴とする、請求
項１５又は１８に記載の化粧用組成物。
【請求項２０】
前記Ｒがメチル基を表すことを特徴とする、請求項１２に記載の化粧用組成物。
【請求項２１】
前記加水分解及び前記重合触媒が、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム
、炭酸水素ナトリウム、アンモニア、トリメチルアミン、トリエチルアミン、水酸化テト
ラメチルアンモニウム、クエン酸、酢酸、メタンスルホン酸、ｐ－トルエンスルホン酸、
ドデシルベンゼンスルホン酸、ドデシルスルホン酸、塩酸、硫酸、又はリン酸、から独立
して選択されることを特徴とする、請求項１２～２０のいずれか一項に記載の化粧用組成
物。
【請求項２２】
前記凹形粒子が、（縦方向断面において）小さな内側の弧（１１）、大きな外側の弧（２
１）、及びそれぞれの弧の終端を結合するセグメント（３１）から形作られており、前記
小さな内側の弧（１１）の２つの終端間の幅（Ｗ１）は平均で０．０１～８μｍの範囲で
あり、前記大きな外側の弧（２１）の２つの終端間の幅（Ｗ２）は平均で０．０５～１０
μｍであり、且つ前記大きな外側の弧（２１）の高さ（Ｈ）は平均で０．０１５～８μｍ
であることを特徴とする、請求項１～２１のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項２３】
前記凹形粒子が、組成物の全質量に対して０．０１質量％～５０質量％の範囲の含有量で
存在することを特徴とする、請求項１～２２のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項２４】
前記小板形状粒子が、金属層又は金属酸化物層で被覆されていることを特徴とする、請求
項１～２３のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項２５】
前記金属が、銀、アルミニウム、クロム、ニッケル、モリブデン、金、銅、錫、マグネシ
ウム、及びそれらの混合物、から選択されることを特徴とする、請求項２４に記載の化粧
用組成物。
【請求項２６】
前記金属酸化物が、二酸化チタン、酸化鉄、酸化亜鉛、酸化クロム、及びそれらの混合物
、から選択されることを特徴とする、請求項２４に記載の化粧用組成物。
【請求項２７】
前記金属酸化物が二酸化チタンであることを特徴とする、請求項２４に記載の化粧用組成
物。
【請求項２８】
前記小板形状粒子が、前記組成物の全質量に対して１質量％～９９質量％の範囲の含有量
で存在することを特徴とする、請求項１～２７のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項２９】
前記小板形状粒子及び前記凹形粒子が、小板形状粒子／凹形粒子の質量比が１～１００の
範囲となる量で存在することを特徴とする、請求項１～２８のいずれか一項に記載の化粧
用組成物。
【請求項３０】
前記凹形粒子が、凹形粒子及び小板形状粒子の合計質量に対して１質量％～５０質量％の
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範囲で存在することを特徴とする、請求項１～２９のいずれか一項に記載の化粧用組成物
。
【請求項３１】
前記組成物が、前記小板形状粒子とは異なるものであって、顔料及びグリッター、から選
択される追加の粉体着色材料を含有することを特徴とする、請求項１～３０のいずれか一
項に記載の化粧用組成物。
【請求項３２】
前記顔料が、二酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化セリウム、酸化亜鉛、酸化鉄、又は
酸化クロム、マンガンバイオレット、群青、クロミウムハイドレート、フェリックブルー
、アルミニウム粉末、銅粉末、カーボンブラック、Ｄ＆Ｃタイプの顔料、又はレーキ類、
から選択されることを特徴とする、請求項３１に記載の化粧用組成物。
【請求項３３】
前記顔料が、前記組成物の合計質量に対して０．１質量％～１５質量％の範囲の含有量で
存在することを特徴とする、請求項３１又は３２に記載の化粧用組成物。
【請求項３４】
前記組成物が、前記小板形状粒子とは異なる追加のフィラーを含有することを特徴とする
、請求項１～３３のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項３５】
前記追加のフィラーが、タルク、マイカ、シリカ、カオリン、ポリイミドから作られた粒
子、ポリ－β－アラニンから作られた粒子、ポリエチレンから作られた粒子、ポリウレタ
ンから作られた粒子、テトラフルオロエチレンポリマーから作られた粒子、ラウリルリジ
ン、デンプン、窒化ホウ素、高分子中空微小球体、シリコーン樹脂マイクロビーズ、ポリ
オルガノシロキサンエラストマーから作られた粒子、沈降炭酸カルシウム、炭酸マグネシ
ウム、塩基性炭酸マグネシウム、ヒドロキシアパタイト、中空シリカ微小球体、ガラス又
はセラミックマイクロカプセル、又は８～２２の炭素原子を有する有機カルボン酸から誘
導された金属石鹸、から選択されることを特徴とする、請求項３４に記載の化粧用組成物
。
【請求項３６】
前記追加のフィラーが、組成物の全質量に対して、０．１質量％～９０質量％の範囲の含
有量で存在することを特徴とする、請求項３４又は３５に記載の化粧用組成物。
【請求項３７】
前記組成物が液体脂肪相を含むことを特徴とする、請求項１～３６のいずれか一項に記載
の化粧用組成物。
【請求項３８】
前記液体脂肪相が、ミンクオイル、タートルオイル、大豆油、グレープシードオイル、ゴ
マ油、トウモロコシ油、菜種油、ヒマワリ油、綿実油、アボカドオイル、オリーブ油、ひ
まし油、ホホバ油、ラッカセイ油、流動パラフィン、スクワラン、液体ペトロラタム、ポ
リデセン、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテート、ブチルステアレート
、イソデシルステアレート、へキシルラウレート、イソノニルイソノナノエート、２－エ
チルへキシルパルミテート、２－へキシルデシルラウレート、２－オクチルデシルパルミ
テート、２－オクチルデシルミリステート、２－オクチルデシルラクテート、ジ（２－エ
チルへキシル）スクシネート、ジイソステアリルマレート、グリセリルトリイソステアレ
ート、ジグリセリルトリイソステアレート、シリコーンオイル類、フッ素化シリコーン類
、パーフッ素化油、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、セタノール、オレイルアルコ
ール、から選択されるオイルを含有することを特徴とする、請求項３７に記載の化粧用組
成物。
【請求項３９】
前記液体脂肪相が、前記組成物の全質量に対して、０．１質量％～１３質量％の範囲の含
有量で存在することを特徴とする、請求項３７又は３８に記載の化粧用組成物。
【請求項４０】
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前記組成物が、ワックス、保存剤、化粧用活性成分、保湿剤、ＵＶスクリーン剤、増粘剤
、水、界面活性剤、又は香料、から選択される化粧品用成分を含むことを特徴とする、請
求項１～３９のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項４１】
前記組成物がコンパクトパウダーの形態で提供されることを特徴とする、請求項１～４０
のいずれか一項に記載の化粧用組成物。
【請求項４２】
前記組成物が、頬紅、アイシャドウ、フェイスパウダー、ファンデーション、コンシーラ
ー、体をメークアップするための製品、顔を手入れするための製品、体を手入れするため
の製品、又は日焼け止め製品の形態であることを特徴とする、請求項１～４１のいずれか
一項に記載の化粧用組成物。
【請求項４３】
請求項１～４２のいずれか一項に記載の化粧用組成物をケラチン物質に適用することを含
む、ケラチン物質のメークアップ又は非医療処置のための化粧方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の主題は、凹形粒子及び小板形状粒子（以下、単に小板とも記す。）を含む化粧
用組成物、特にコンパクトパウダーの形態の組成物に関する。本発明の別の主題は、人の
ケラチン物質、例えば、皮膚、毛髪、又は爪、特に皮膚、をメークアップ又は手入れする
ための方法であり、そのケラチン物質に上記組成物を適用することを含む。
【０００２】
　本発明による組成物は、皮膚をメークアップ又は手入れするための組成物であることが
でき、さらに、ほお紅、アイシャドウ、フェースパウダー、ファンデーション、コンシー
ラー、体をメークアップするための製品、顔を手入れするための製品、体を手入れするた
めの製品、又は日焼け止め製品の形で提供されうる。より具体的には、本発明は、ファン
デーション組成物に関する。
【背景技術】
【０００３】
　メイクアップパウダーは、通常、一方で特に顔料及びフィラーを含む微粉相、及び他方
で脂肪質物質を含むバインダーとしての脂肪相を含み、脂肪質物質は、最終製品に密度を
与え、メークアップ製品に柔らかさ及びエモリエント性を与え、さらに皮膚へのその付着
を促進することを目的とする。
【０００４】
　いくつかのメークアップ組成物、例えば、ファンデーション、アイシャドウ、及びほお
紅はコンパクトパウダーの形態で提供され、通常、バインダーともよばれる脂肪相、及び
特に顔料及び／又はパール光沢剤及び／又はフィラーを含有する微粉相を含む。
【０００５】
　コンパクトパウダーの調製は、特に衝撃によって引き起こされる分裂を防ぐために最終
組成物が充分均一且つ密に詰まったものでなければならないために多くの困難をもたらす
。このコンパクトパウダーはまた、使用者がケラチン物質、特に皮膚にこの組成物を適用
することを可能にさせるために、容易にとることができなければならない。
【０００６】
　さらに、パール光沢剤がメークアップ製品中の着色剤として広く用いられる。パール光
沢剤は、通常は小板状の形態で提供され、そして、その形状及びその大きさのために、そ
のメークアップが皮膚に適用された場合にだれた効果を生じ、そのためその製品を適用す
ることを使用者に不快なものにさせ、かつ、皮膚の上を均一にその製品が満足に広がるこ
とを助長しない。
【特許文献１】特開２００３－１２８７８８号公報
【特許文献２】特開２０００－１９１７８９号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、したがって、小板形状粒子を含み、かつ、ケラチン物質の上、特に皮
膚の上に良好な滑り性をもって容易に広がり、さらにそれがコンパクトパウダーの形態で
提供された場合には、指で又はスポンジを使って容易に取り崩すことができるメークアッ
プ組成物を得られるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、そのような組成物が、小板形状粒子を凹形粒子と組み合わせることによ
って得られることを発見した。
【０００９】
　この組成物はしたがって良好なすべり性を示し、皮膚の表面上に申し分なく分配された
メークアップを得ることを容易にし、そしてそれゆえに皮膚上に均一に分配されたメーク
アップを得ることを可能にする。さらに、その組成物がコンパクトパウダーの形態である
場合は容易に崩れる特性を示し、使用者が、指で又はスポンジを使って、メークアップを
するために必要な量の製品を容易に取り崩すことを可能にする。
【００１０】
　より具体的には、本発明の目的は、化粧用組成物、特にコンパクトパウダーの形態のも
のであり、微粉相を含み、その微粉相が凹形粒子及び小板形状粒子を含む。
【００１１】
　本発明の別の目的は、ケラチン物質、特に皮膚に、上で定義した組成物を適用すること
を含むメークアップ又は非医療処置のための美容プロセスである。
【００１２】
　本発明による組成物は凹形粒子を含む。これらの粒子は、従って丸みを帯びた内側をも
つ表面を有する。
【００１３】
　上記凹形粒子は、ある材料、特に、オルガノシリコーン物質から作られた中空球体の一
部分からなる粒子である。
【００１４】
　上記凹形粒子は、有利には０．０５μｍ～１０μｍの範囲の平均直径を有する。
【００１５】
　本発明による組成物に用いられる上記の中空球体の一部分は、切り取られた中空球体の
形状を持ち、中央の穴と連絡する単一の開口部を示し且つ馬蹄形又は弓形の形状をもつ横
断面を有する。
【００１６】
　上記オルガノシリコーン物質は、３次元構造をもつ架橋されたポリシロキサンであり；
それは、式（Ｉ）：ＳｉＯ２の単位及び式（ＩＩ）：Ｒ１ＳｉＯ１．５の単位を好ましく
は含み、実際にはまさにそれらから構成される。ここでＲ１はケイ素原子に直接結合した
炭素原子を有する有機基を表す。この有機基は反応性有機基又は非反応性有機基であるこ
とができ、好ましくは非反応性有機基でありうる。
【００１７】
　上記非反応性有機基は、Ｃ１～Ｃ４アルキル基、特に、メチル、エチル、プロピル、若
しくはブチル、又はフェニル基、そして好ましくはメチル基でありうる。
【００１８】
　上記反応性有機基は、エポキシ基、（メタ）アクリロイルオキシ基、アルケニル基、メ
ルカプトアルキル、アミノアルキル、又はハロアルキル基、グリセロキシ基、ウレイド基
、又はシアノ基であることができる。好ましくは、上記反応性有機基は、エポキシ基、（
メタ）アクリロイルオキシ基、アルケニル基、又はメルカプトアルキル若しくはアミノア
ルキル基であることができる。この反応性有機基は通常、２～６の炭素原子、特に２～４
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の炭素原子を含む。
【００１９】
　エポキシ基としては、２－グリシドキシエチル基、２－グリシドキシプロピル基、又は
２－（３，４－エポキシシクロへキシル）プロピル基が挙げられる。
【００２０】
　（メタ）アクリロイルオキシ基としては、３－メタクリロイルオキシプロピル基又は３
－アクリロイルオキシプロピル基が挙げられる。
【００２１】
　アルケニル基としては、ビニル、アリル、又はイソプロペニル基が挙げられる。
【００２２】
　メルカプトアルキル基としては、メルカプトプロピル又はメルカプトエチル基が挙げら
れる。
【００２３】
　アミノアルキル基としては、３－［（２－アミノエチル）アミノ］プロピル基、３－ア
ミノプロピル基、又はＮ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル基が挙げられる。
【００２４】
　ハロアルキル基としては、３－クロロプロピル基又はトリフルオロプロピル基が挙げら
れる。
【００２５】
　グリセロキシ基としては、３－グリセロキシプロピル基又は２－グリセロキシエチル基
が挙げられる。
【００２６】
　ウレイド基としては、２－ウレイドエチル基が挙げられる。
【００２７】
　シアノ基としては、シアノプロピル又はシアノエチル基が挙げられる。
【００２８】
　好ましくは、式（ＩＩ）の単位において、Ｒ１はメチル基を表す。
【００２９】
　有利には、上記オルガノシリコーン物質は、単位（Ｉ）／単位（ＩＩ）のモル比が３０
／７０～５０／５０の範囲、好ましくは３５／６５～４５／５５の範囲で、単位（Ｉ）及
び（ＩＩ）を含む。
【００３０】
　上記オルガノシリコーン粒子は、特に以下の：
（ａ）少なくとも一種の加水分解触媒及び任意に少なくとも一種の界面活性剤の存在下で
、式ＳｉＸ４の化合物（ＩＩＩ）及び式ＲＳｉＹ３の化合物（ＩＶ）を水性媒体中へ導入
すること（ここでＸ及びＹは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ基、Ｃ１～Ｃ４ア
ルコキシ基を含有するアルコキシエトキシ基、Ｃ２～Ｃ４アシロキシ基、Ｃ１～Ｃ４アル
キル基を含有するＮ，Ｎ－ジアルキルアミノ基、ヒドロキシル基、ハロゲン原子、又は水
素原子を表し、かつ、Ｒはケイ素原子に直接結合した炭素原子を含む有機基を表す）；及
び
（ｂ）段階（ａ）で得られた混合物が、少なくとも一種の重合触媒及び任意に少なくとも
一種の界面活性剤を含む水性溶液と、３０～８５℃の間の温度で、少なくとも２時間接触
させられる操作、
を含むプロセスに従って得ることができる。
【００３１】
　段階（ａ）は加水分解反応に対応し、段階（ｂ）は縮合反応に対応する。
【００３２】
　段階（ａ）では、上記化合物（ＩＩＩ）と上記化合物（ＩＶ）のモル比が、通常は３０
／７０～５０／５０の範囲であり、有利には３５／６５～４５／５５の範囲であり、好ま
しくは４０／６０である。水の質量と、化合物（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）の合計量との割合
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は、好ましくは１０／９０～７０／３０の範囲である。化合物（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）の
導入の順序は、通常、それらの加水分解速度により左右される。加水分解反応の温度は、
通常、０～４０℃の範囲であり、かつ通常は、化合物の早すぎる縮合を防止するために３
０℃を超えない。
【００３３】
　化合物（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）のＸ及びＹ基については：
Ｃ１～Ｃ４アルコキシ基としては、メトキシ又はエトキシ基が挙げられ；
Ｃ１～Ｃ４アルコキシ基を含有するアルコキシエトキシ基としては、メトキシエトキシ又
はブトキシエトキシ基が挙げられ；
Ｃ２～Ｃ４アシロキシ基としては、アセトキシ又はプロピオニルオキシ基が挙げられ：
Ｃ１～Ｃ４アルキル基を含有するＮ，Ｎ－ジアルキルアミノ基としては、ジメチルアミノ
又はジエチルアミノ基が挙げられ；
ハロゲン原子としては、塩素又は臭素原子が挙げられる。
【００３４】
　式（ＩＩＩ）の化合物としては、テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、テト
ラブトキシシラン、トリメトキシエトキシシラン、トリブトキシエトキシシラン、テトラ
アセトキシシラン、テトラプロピオキシシラン、テトラ（ジメチルアミノ）シラン、テト
ラ（ジエチルアミノ）シラン、シランテトラオール、クロロシラントリオール、ジクロロ
ジシラノール、テトラクロロシラン、又はクロロトリヒドロシランが挙げられる。好まし
くは、式（ＩＩＩ）の化合物は、テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、テトラ
ブトキシシラン、及びそれらの混合物、から選択される。
【００３５】
　式（ＩＩＩ）の化合物は、重合反応の後、式（Ｉ）の単位の生成をもたらす。
【００３６】
　式（ＩＶ）の化合物は、重合反応の後、式（ＩＩ）の単位の生成をもたらす。
【００３７】
　式（ＩＶ）の化合物のＲ基は、式（ＩＩ）の化合物についてＲ１として説明した意味を
有する。
【００３８】
　非反応性有機基Ｒを含有する式（ＩＶ）の化合物の例としては、メチルトリメトキシシ
ラン、エチルトリエトキシシラン、プロピルトリブトキシシラン、ブチルトリブトキシシ
ラン、フェニルトリ（メトキシエトキシ）シラン、メチルトリ（ブトキシエトキシ）シラ
ン、メチルトリアセトキシシラン、メチルトリプロピオキシシラン、メチルトリ（ジメチ
ルアミノ）シラン、メチルトリ（ジエチルアミノ）シラン、メチルシラントリオール、メ
チルクロロジシラノール、メチルトリクロロシラン、又はメチルトリヒドロシラン、が挙
げられる。
【００３９】
　反応性有機基Ｒを含有する式（ＩＶ）の化合物の例としては以下が挙げられる：
エポキシ基を有するシラン類、例えば、（３－グリシドキシプロピル）トリメトキシシラ
ン、（３－グリシドキシプロピル）トリエトキシシラン、［２－（３，４－エポキシシク
ロへキシル）エチル］トリメトキシシラン、（３－グリシドキシプロピル）メチルジメト
キシシラン、（２－グリシドキシエチル）メチルジメトキシシラン、（３－グリシドキシ
プロピル）ジメチルメトキシシラン、（２－グリシドキシエチル）ジメチルメトキシシラ
ン；
（メタ）アクリロイルオキシ基を有するシラン類、例えば、（３－メタクリロイルオキシ
プロピル）トリメトキシシラン、又は（３－アクリロイルオキシプロピル）トリメトキシ
シラン；
アルケニル基を有するシラン類、例えば、ビニルトリメトキシシラン、アリルトリメトキ
シシラン、又はイソプロペニルトリメトキシシラン；
メルカプト基を有するシラン類、例えば、メルカプトプロピルトリメトキシシラン、又は
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メルカプトエチルトリメトキシシラン；
アミノアルキル基を有するシラン類、例えば、（３－アミノプロピル）トリメトキシシラ
ン、（３－［（２－アミノエチル）アミノ］プロピル）トリメトキシシラン、（Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノプロピル）トリメトキシシラン、又は（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル）
トリメトキシシラン；
ハロアルキル基を有するシラン類、例えば、（３－クロロプロピル）トリメトキシシラン
、又はトリフルオロプロピルトリメトキシシラン；
グリセロキシ基を有するシラン類、例えば、（３－グリセロキシプロピル）トリメトキシ
シラン、又はジ（３－グリセロキシプロピル）ジメトキシシラン；
ウレイド基を有するシラン類、例えば、（３－ウレイドプロピル）トリメトキシシラン、
（３－ウレイドプロピル）メチルジメトキシシラン、又は（３－ウレイドプロピル）ジメ
チルメトキシシラン；
シアノ基を有するシラン類、例えば、シアノプロピルトリメトキシシラン、シアノプロピ
ルメチルジメトキシシラン、又はシアノプロピルジメチルメトキシシラン。
【００４０】
　好ましくは、反応性有機基Ｒを含有する式（ＩＶ）の化合物は、エポキシ基を有するシ
ラン類、（メタ）アクリロイルオキシ基を有するシラン類、アルケニル基を有するシラン
類、メルカプト基を有するシラン類、又はアミノアルキル基を有するシラン類、から選択
される。
【００４１】
　本発明の実施のために好ましい化合物（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）の例は、それぞれ、テト
ラエトキシシラン及びメチルトリメトキシシランである。
【００４２】
　塩基触媒（例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、炭酸水素ナ
トリウム、若しくはアミン類（例えば、アンモニア、トリメチルアミン、トリエチルアミ
ン、又は水酸化テトラメチルアンモニウム））又は、有機酸（例えば、クエン酸、酢酸、
メタンスルホン酸、ｐ－トルエンスルホン酸、ドデシルベンゼンスルホン酸、若しくはド
デシルスルホン酸）若しくは無機酸（例えば、塩酸、硫酸、若しくはリン酸）から選択さ
れる酸触媒の加水分解及び重合触媒としての使用は独立して行うことができる。触媒が存
在する場合に用いられる界面活性剤は、好ましくは、ノニオン若しくはアニオン界面活性
剤、又はそれら二種の混合物である。ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムがアニオン
界面活性剤として使用されうる。加水分解の終了は、水に不溶な生成物（ＩＩＩ）及び（
ＩＶ）の消失、並びに均一な液体層の生成によって示される。
【００４３】
　縮合段階（ｂ）は、上記加水分解段階と同じ触媒、又は上述したものから選択される別
の触媒を使用しうる。
【００４４】
　このプロセスの結果、細かなオルガノシリコーン粒子の水中分散液が得られ、その粒子
は任意にその媒体からその後分離しうる。上述したプロセスは、従って、段階（ｂ）から
得られる生成物の例えばメンブランフィルター上での追加の濾過の段階を含むことができ
、任意に濾液を遠心分離する段階が後に続き、液体媒体から粒子を分離するためであり、
さらに次にその粒子を乾燥する段階が後に続きうる。その他の分離法ももちろん使用され
うる。
【００４５】
　得られた粒子（又は中空球体）は、好ましくは０．０５～１０μｍの範囲の平均直径を
有する。
【００４６】
　上のプロセスに従って得られた中空球体の一部分の形状及びそれらの大きさは、特に生
成物を段階（ｂ）における接触に至らせるために用いた方法に左右される。
【００４７】
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　いくらか塩基性のｐＨ且つ冷たい条件下における、段階（ａ）から得られる混合物中へ
の重合触媒の導入は、結果として丸底の「ボウル」の形状をもった、中空球体の一部分と
なるが、いくらか酸性のｐＨ且つ段階（ａ）から得られる混合物の熱い重合触媒中への滴
下導入は、「馬蹄形」の形状をもった横断面を有する、中空球体の一部分、という結果を
もたらす。
【００４８】
　本発明の好ましい態様によれば、「ボウル」の形状をもった、中空球体の一部分が用い
られる。それらは、特開２００３－１２８７８８号公報に開示されているようにして得る
ことができる。
【００４９】
　馬蹄形の形状をもつ、中空球体の一部分もまた、特開２０００－１９１７８９号公報に
開示されている。
【００５０】
　ボウルの形状をもつ、球体の一部分を形成する凹形粒子は、添付図中に横断面で図示さ
れる。
【００５１】
　この図から明らかなように、これらの凹形部分は、（縦断面において）小さな内側の弧
（１１）、大きな外側の弧（２１）、及びそれぞれの弧の終端を結合するセグメント（３
１）から形作られており、小さな内側の弧（１１）の２つの終端間の幅（Ｗ１）は平均で
０．０１～８μｍの範囲、好ましくは０．０２～６μｍであり、大きな外側の弧（２１）
の２つの終端間の幅（Ｗ２）は平均で０．０５～１０μｍ、好ましくは０．０６～８μｍ
であり、且つ大きな外側の弧（２１）の高さ（Ｈ）は平均で０．０１５～８μｍ、好まし
くは０．０３～６μｍである。
【００５２】
　上述した大きさは、走査型電子顕微鏡によって得られた画像上で選択した１００個の粒
子の大きさの平均を計算することによって得られる。
【００５３】
　本発明で用いられうる球体の一部分の凹形粒子としては、以下のものが挙げられる：
ボウル形で、幅２．５μｍ、高さ１．２μｍ、及び厚さ１５０ｎｍをもつ、Takemoto Oil
 & Fat社の架橋型オルガノシリコーンＴＡＫ－１１０（架橋されたメチルシラノール／シ
リケートポリマー）から作られた粒子（Takemoto Oil & Fat社からＮＬＫ－５０６として
販売されている粒子）；
ボウル形で、幅２．５μｍ、高さ１．５μｍ、及び厚さ３５０ｎｍをもつ、Takemoto Oil
 & Fat社の架橋型オルガノシリコーンＴＡＫ－１１０（架橋されたメチルシラノール／シ
リケートポリマー）から作られた粒子；
ボウル形で、幅０．７μｍ、高さ０．３５μｍ、及び厚さ１００ｎｍをもつ、Takemoto O
il & Fat社の架橋型オルガノシリコーンＴＡＫ－１１０（架橋されたメチルシラノール／
シリケートポリマー）から作られた粒子；
ボウル形で、幅７．５μｍ、高さ３．５μｍ、及び厚さ２００ｎｍをもつ、Takemoto Oil
 & Fat社の架橋型オルガノシリコーンＴＡＫ－１１０（架橋されたメチルシラノール／シ
リケートポリマー）から作られた粒子。
【００５４】
　凹形粒子、特に中空球体の一部分である粒子を、本発明による組成物中、特にコンパク
トパウダー中に、組成物の全質量に対して０．０１質量％～５０質量％の範囲、好ましく
は０．１質量％～３０質量％の範囲、好ましくは１質量％～１５質量％の範囲の含有量で
存在させることができる。
【００５５】
　「小板」の語は、本特許出願によれば、３つの大きさ、すなわち長さ、幅、及び高さに
よって特徴づけられる形状をもつ粒子であり、厚さについていえば、厚さに対する前記最
大の大きさの比が５以上である。
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【００５６】
　本発明の意味において、「小板（粒子）の最大の大きさ」の用語の意味は、その小板が
その中にはまる球の直径を意味すると理解される。
【００５７】
　小板形状粒子は、平行六面体（長方形又は正方形表面）、ディスク状（円形表面）、又
は長円状（楕円表面）の形でありえる。
【００５８】
　上記小板は、無機物質の小板から選択されうる。特に、上記小板は、マイカ、セリサイ
ト、ガラス（特にカルシウムボロシリケート）、シリカ、酸化アルミニウム、又は硫酸バ
リウムの小板から選択されうる。
【００５９】
　上記小板は表面処理されることができ、特に金属又は金属酸化物の層で被覆されること
ができる。
【００６０】
　金属としては、銀、アルミニウム、クロム、ニッケル、モリブデン、金、銅、錫、マグ
ネシウム、及びそれらの混合物（合金類）、が挙げられる。好ましくは、銀、クロム、ニ
ッケル、モリブデン、及びそれらの混合物が用いられる。
【００６１】
　金属酸化物としては、二酸化チタン、酸化鉄、酸化亜鉛、又は酸化クロム、そして好ま
しくは二酸化チタン、が挙げられる。
【００６２】
　小板として特に使用されるものは以下の：
　－　Sciama社によって「Mica Concord 1000」の名称で、Cardre社によって「Cardre Mi
ca 8」の名称で、Eckart社によって「Mica 40」の名称で、Topy社によって「PDM-20 L」
及び「PDM-40 L」の名称で販売されているマイカ小板；
　－　Sanshin Mining社によって「Sericite FS」及び「Sericite FSE」の名称で、Miyos
hi社によって「NAI-S-100」及び「Sericite S-152」の名称で、並びにTopy社によって「S
ynthetice FNK-100」の名称で販売されているセリサイト小板；
　－　Asahi社によって「Luxelen FAO」の名称で販売されている、酸化アルミニウム小板
；
　－　Nippon Sheet Glass社から「TSG 30A Flake」、「PTSG 30 A Flake」、及び「Sili
ca Flake SG」の名称で販売されているシリカ小板；
　－　Sakai Chemical社から「Flake shaped Barium sulphate」の名称で販売されている
硫酸バリウム小板；
　－　Engelhard社によって「Flamenco」、「Duochrome」、及び「Cloisonne」の名称で
、Merck社によって「Timiron」の名称で販売されている、二酸化チタンで被覆されたマイ
カ小板；
　－　Nihon Koken社から「Prominence」の名称で、Sun Chemical社から「Sunshine」の
名称で販売されている、二酸化チタンで被覆された合成マイカ小板；
　－　Merck社から「Xirona silver」及び「Xirallic」の名称で販売されている、二酸化
チタンで被覆された酸化アルミニウム小板；
　－　Merck社から「Colorstream」及び「Xirona」の名称で販売されている、二酸化チタ
ンで被覆されたシリカ小板；
　－　金属層で被覆されたガラス小板；例えば、Toyal社から「Microglass Metashine RE
FSX　2025 PS」及び「同GF 2140」の名称で販売されている、銀で被覆された粒子、並び
にToyal社から「Crystal star GF 550」及び「同GF 2525」の名称で販売されている、ニ
ッケル／クロム／モリブデンの合金で被覆された粒子、が用いられうる；
　－　Engelhard社によって「Reflecks」の名称で販売されている、二酸化チタンで被覆
されたガラス小板；
　－　Nihon Koken社によって「Silseem」の名称で販売されている、二酸化チタンで被覆
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されたタルク小板、
である。
【００６３】
　上記小板はまた、疎水処理剤で表面処理されることができる。
　疎水処理剤は、メチコーン類及びジメチコーン類などのシリコーン類、パーフルオロア
ルキルシラン類、ステアリン酸などの脂肪酸類、アルミニウムジミリステート又は水素化
獣脂グルタメートのアルミニウム塩などの金属石鹸類、パーフルオロアルキルホスフェー
ト類、パーフルオロアルキルシラン類、パーフルオロアルキルシラザン類、ポリ（ヘキサ
フルオロプロピレンオキシド）類、パーフルオロアルキルパーフルオロポリエーテル基を
含有するポリオルガノシロキサン類、アミノ酸類、Ｎ－アシル化アミノ酸類又はそれらの
塩類、レシチン、イソプロピルトリイソステアリルチタネート、及びそれらの混合物、か
ら選択されうる。
【００６４】
　上記Ｎ－アシル化アミノ酸類は、８～２２の炭素原子を有するアシル基、例えば、２－
エチルヘキサノイル、カプロイル、ラウロイル、ミリストイル、パルミトイル、ステアロ
イル、又はココイル基、を含むことができる。これらの化合物の塩は、アルミニウム、マ
グネシウム、カルシウム、ジルコニウム、亜鉛、ナトリウム、又はカリウム塩であること
ができる。上記アミノ酸は、例えば、リジン、グルタミン酸、又はアラニンであることが
できる。
【００６５】
　上述した化合物中に示される「アルキル」の語は、特に１～３０の炭素原子、好ましく
は５～１６の炭素原子、を有するアルキル基を意味する。
【００６６】
　疎水処理された顔料は、特に、欧州特許出願公開ＥＰ－Ａ－１０８６６８３号明細書に
開示されている。
【００６７】
　上記小板はまた、平らな繊維であることができる。
　「繊維」の語は、ＬがＤよりもずっと大きな、長さＬ及び直径Ｄを有する物を意味する
ものとして理解されるべきであり、Ｄは繊維の断面（横断面）がはまる円の直径である。
特に、Ｌ／Ｄ比（又はアスペクト比）は、５～２５００、好ましくは５～５００、さらに
好ましくは５～１５０の範囲内で選択される。
【００６８】
　「平らな繊維」の語は、最大長Ｌ１及び最小長Ｌ２（Ｌ２はその繊維の厚さに相当する
）を示す横断面（その繊維の長さ方向の軸に垂直な断面）をもち、Ｌ１／Ｌ２（比Ｌ１／
Ｌ２はまた平坦化因子として公知である）が４以上、好ましくは７より大きい繊維を意味
すると理解される。特に、Ｌ１／Ｌ２は４～１５、好ましくは６～１２、さらに好ましく
は７～１０の範囲である。したがって、上記繊維の横断面は平らな形状を示す。有利には
、最大長Ｌ１及び最小長Ｌ２がそれぞれ軸Ｘ１及びＸ２を定義し、そして軸Ｘ１が軸Ｘ２
に対して実質的に垂直となる。最大長Ｌ１は、上で示したように繊維の直径Ｄに相当する
。したがって、平らな繊維は、リボン又はタリアテッレ（tagliatelle）の形で提供され
うる。
【００６９】
　平らな繊維は、特に実質的に長方形、卵形、又は楕円形の横断面を示しうる。
【００７０】
　本発明の組成物に用いられうる上記繊維は、合成又は生物由来の繊維、さらに特に合成
高分子の繊維であることができる。これらは、短いか又は長いことができ、個別化されて
いるか（若しくは単繊維）又は組織化されていることができ（例えば、編まれたもの（若
しくは多繊維（マルチフィラメント））、及び中空か又は中空でないことができ、好まし
くは中空でない。この繊維がマルチフィラメント繊維である場合、各フィラメントは異な
る化学組成を有することができ、さらに異なる色を示すことができる：したがって、異な
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る色を示すマルチフィラメント繊維が得られる。特に、それらの端部は怪我を防止するた
めに切れなくされ及び／又は磨かれる。有利には、上記平らな繊維は水に不溶である。
【００７１】
　上記平らな繊維は、繊維の長さＬの軸に沿って捻られることができる。平らな繊維が捻
られていない場合、それは特定の視野角内で発色する；この角度の外側では、繊維は色が
透明又白色である。捻られた平らな繊維は、その部分については、観測の角度がどのよう
であろうと、発色する。
【００７２】
　特に、上記繊維は、１μｍ～１０ｍｍ、好ましくは０．１ｍｍ～５ｍｍ、さらに好まし
くは０．３ｍｍ～３．５ｍｍの範囲の長さを有する。それらの横断面（平坦な断面）は、
２ｎｍ～５００μｍの範囲、好ましくは１００ｎｍ～１００μｍの範囲、さらに好ましく
は１μｍ～７０μｍの範囲の直径をもつ円内に含まれうる。上記繊維の質量又は番手は、
しばしばデニール又はデシテックス（decitex）で与えられ且つ９ｋｍの糸当たりのグラ
ムでの質量を表す。好ましくは、本発明による繊維は、０．１５～３０デニール、そして
さらに好ましくは０．１８～１８デニールの範囲内で選択される番手を有する。
【００７３】
　上記繊維は、レーヨン、ポリアミド（ナイロン（登録商標））、ビスコース、アセテー
ト、特にレーヨンアセテート、ポリ（ｐ－フェニレンテレフタルイミド）（又はアラミド
）、特にケブラー（登録商標）、アクリルポリマー、特にポリ（メチルメタクリレート）
又はポリ（２－ヒドロキシエチルメタクリレート）、ポリオレフィンそして特にポリエチ
レン又はポリプロピレン、ポリテトラフルオロエチレン（例えばテフロン（登録商標））
、ポリ塩化ビニル又はポリ塩化ビニリデン、ポリフッ化ビニリデン、ポリビニルアルコー
ル、ポリアクリロニトリル、ポリウレタン、ポリエステル類、例えばポリエチレンテレフ
タレート類又はポリエチレンナフタレート類、又はポリカーボネート、から作られうる。
【００７４】
　平らな繊維は、特に国際特許出願ＷＯ－Ａ－０２／４１８５１に開示されており、その
内容を本願に援用する。
【００７５】
　特に、多層構造をもつ平らな繊維が使用でき、それはポリエステル類、アクリルポリマ
ー類、及びポリアミド類、から選択されるポリマー類の交互の層を含み、例えば、欧州特
許出願公開ＥＰ－Ａ－６９２１２１７号明細書、同ＥＰ－Ａ－６８６８５８号明細書、及
び米国特許出願公開ＵＳ－Ａ－５４７２７９８号明細書中に開示されているものである。
そのような繊維は、Teijin社から「Morphotex」及び「Teijin Tetron Morphotex」の名称
で販売されている。
【００７６】
　上記小板は、本発明による組成物中に、組成物の全質量に対して１質量％～９９質量％
の範囲、好ましくは５質量％～９０質量％、さらに好ましくは１０質量％～８０質量％の
含有量で存在しうる。
【００７７】
　好ましくは、上記小板形状粒子及び上記凹形粒子は、小板形状粒子／凹形粒子の質量比
が１～１００の範囲となり、好ましくは２～７５の範囲となり、さらに好ましくは５～５
０の範囲となるような量で、本発明による組成物中に存在する。
【００７８】
　有利には、上記凹形粒子、特に、（特にオルガノシリコーン物質で作られた）中空球体
の一部分の粒子は、凹形粒子及び小板形状粒子の合計質量に対して１質量％～５０質量％
の範囲で、好ましくは２質量％～４５質量％の範囲で、さらに好ましくは５質量％～４０
質量％の範囲で、本発明による組成物中に存在する。
【００７９】
　本発明による組成物は、上述した小板と異なる追加の着色材料を含有することができ、
それは特に顔料及びグリッター（光輝く材料）から選択されうる。
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【００８０】
　用語「顔料」は、いずれかの形の、白色又は有色の、無機又は有機粒子であって、生理
学的な媒体中に不溶であり、且つその組成物を着色することを目的とするものを意味する
として理解されるべきである。
【００８１】
　上記顔料は、白色又有色、且つ無機及び／又は有機質でありうる。無機顔料の中では、
二酸化チタン、任意に表面処理されたもの、酸化ジルコニウム又は酸化セリウム、並びに
酸化亜鉛、（黒、黄、又は赤）酸化鉄、又は酸化クロム、マンガンバイオレット、群青、
クロミウムハイドレート、フェリックブルー、又は例えばアルミニウム粉末若しくは銅粉
末などの金属粉末、を挙げることができる。
【００８２】
　有機顔料の中では、カーボンブラック、Ｄ＆Ｃタイプの顔料、並びにコチニールカーミ
ンをベースにしたレーキ、及びバリウム、ストロンチウム、カルシウム、又はアルミニウ
ムをベースにしたレーキ、を挙げることができる。
【００８３】
　上記顔料は、組成物の質量に対して０．１質量％～１５質量％の範囲、好ましくは０．
５質量％～１２質量％の範囲、さらに好ましくは１質量％～１０質量％の範囲の含有量で
、組成物中に存在することができる。
【００８４】
　本発明による組成物、特にコンパクトパウダーは、有利には、一般にバインダーといわ
れる液体脂肪相（常温（２５℃）で液体）を含むことができる。この液体脂肪相は、コン
パクトパウダーに通常用いられるオイルを含有することができる。
【００８５】
　上記オイルは、コンパクトパウダー中にバインダーとして従来用いられているオイル類
から選択できる。用いることができるその追加のオイルのなかでは、ミンクオイル、ター
トルオイル、大豆油、グレープシードオイル、ゴマ油、トウモロコシ油、菜種油、ヒマワ
リ油、綿実油、アボカドオイル、オリーブ油、ひまし油、ホホバ油、又はラッカセイ油；
炭化水素油、例えば、流動パラフィン、スクワラン、液体ペトロラタム、又はポリデセン
；脂肪族エステル類、例えば、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテート、
ブチルステアレート、イソデシルステアレート、へキシルラウレート、イソノニルイソノ
ナノエート、２－エチルへキシルパルミテート、２－へキシルデシルラウレート、２－オ
クチルデシルパルミテート、２－オクチルデシルミリステート、２－オクチルデシルラク
テート、ジ（２－エチルへキシル）スクシネート、ジイソステアリルマレート、グリセリ
ルトリイソステアレート、又はジグリセリルトリイソステアレート；シリコーンオイル類
、例えば、ポリメチルシロキサン類、ポリメチルフェニルシロキサン類、脂肪酸類で修飾
されたポリシロキサン類、脂肪族アルコール類、又はポリオキシアルキレン類、フッ素化
シリコーン類又はパーフッ素化油；オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、又はイソステ
アリン酸；又は高級脂肪族アルコール類、例えば、セタノール又はオレイルアルコール、
を挙げることができる。
【００８６】
　上記液体脂肪相は、組成物の全質量に対して、０．１質量％～１３質量％の範囲、好ま
しくは０．１質量％～１０質量％の範囲、さらに好ましくは０．１質量％～８質量％の範
囲の含有量で存在することができる。
【００８７】
　本発明の組成物、特にコンパクトパウダーは、上述した小板とは異なる追加のフィラー
もまた含むことができる。「フィラー」の語は、その組成物が製造されるいかなる温度で
も組成物の媒体に不溶な、無色又は白色且つ無機又は合成粒子を意味するように理解され
るべきである。
【００８８】
　追加のフィラーは、その結晶形（例えば、シート、立方晶系、六方晶系、斜方晶系、そ
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る。タルク、マイカ、シリカ、カオリン；ポリイミド（ナイロン（登録商標））から、ポ
リ－β－アラニンから、及びポリエチレンから作られた粒子；ポリウレタンから作られた
粒子、テトラフルオロエチレンポリマー（テフロン（登録商標））から作られた粒子、ラ
ウリルリジン、デンプン、窒化ホウ素；高分子中空微小球体、例えばポリ塩化ビニリデン
／アクリロニトリルからなるもの、例えば、エクスパンセル（登録商標）（Nobel Indust
rie社）、又はアクリル酸コポリマーからなるもの；シリコーン樹脂マイクロビーズ（例
えば、Toshiba社のTospearls（登録商標））、ポリオルガノシロキサンエラストマーから
なる粒子、沈降炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、塩基性炭酸マグネシウム、ヒドロキ
シアパタイト、中空シリカ微小球体、ガラス又はセラミックマイクロカプセル、又は８～
２２の炭素原子、好ましくは１２～１８の炭素原子を有する有機カルボン酸から誘導され
た金属石鹸、例えばステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸リチウ
ム、ラウリン酸亜鉛、又はミリスチン酸マグネシウム、を挙げることができる。
【００８９】
　上記追加のフィラーは、組成物の全質量に対して、０．１質量％～９０質量％の範囲、
好ましくは１質量％～８０質量％の範囲、さらに好ましくは５質量％～７０質量％の範囲
で組成物中に存在させることができる。
【００９０】
　上記組成物は、その他の従来の化粧品用成分を含むことができ、それは特に、抗酸化剤
、香料、保存剤、中和剤、界面活性剤、ワックス、サンスクリーン剤、ビタミン、保湿剤
、紫外線を浴びずに小麦色にする化合物（セルフタンニング化合物）、又は抗しわ活性成
分、から選択されうる。
【００９１】
　もちろん、当業者は本発明による組成物の有利な特性が、考えていた追加によって不利
に影響されないか又は実質的に不利な影響を及ぼされないように、この又はこれらの追加
の化合物及び／又はそれらの量を選択することに注意を払う。
【００９２】
　本発明による組成物は、無水組成物、すなわち、２質量％未満の水、実にさらに０．５
質量％未満の水しか含まず、特に水がない組成物であることができ、その水は組成物の調
製の間に追加されるのではなく、混合される成分によって持ち込まれた残存水に対応する
。
【００９３】
　上記組成物は、微粉相（オルガノシリコーン粒子、フィラー、及び顔料）の成分を混合
し、さらに次に撹拌しつつ脂肪相を添加し、その混合物を続いて粉砕機にかけ、ふるいに
かけ、次に受け皿中に流し込み且つ固化することによって調製することができる。
【００９４】
　粉砕機にかけ且つふるいにかけられた微粉相及び脂肪相の混合物は、加圧機を使用して
、特に０．５ＭＰａ～１０ＭＰａの範囲、さらに好ましくは１ＭＰａ～５ＭＰａの範囲の
圧力をかけることによって固化される。
【００９５】
　このようにして得られた本組成物は、コンパクトパウダーの形態で提供される。
【００９６】
　以下に記載する例によって、さらに詳細に本発明を説明する。
【００９７】
　〔例１〕
　以下の組成を有するコンパクトパウダーを調製した：含有量は質量％で表す。
【００９８】
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【表１】

【００９９】
　組成物は、全ての粉末を混合し、次にそこへバインダー（オイル）を添加し、続いて均
一混合物が得られるまでこの混合物を粉砕機にかけ且つふるいにかけることによって調製
した。１４ｇのこの混合物を受け皿中に入れ、さらに次に２ＭＰａの圧力下で加圧した。
【０１００】
　このようにして、スポンジを使用して容易に崩れるコンパクトパウダーが得られ、さら
に取り出されたパウダーは、肌の上で柔らかに良好に滑り且つ広がり、良好な被覆性をも
つメークアップを得ることを可能にする。
【０１０１】
　〔例２〕
　先の例１で用いたものと同じボウル形の半球形粒子と、Sciama社によって「Mica Conco
rd 1000」の名称で販売されている小板形状マイカとの混合物６種を、様々な質量比で調
製した。それぞれの混合物について、Katotech社から「KES-E Friction Tester」の名称
で販売されている摩擦計（摩擦係数を測定するための装置）であって２５ｇの質量をもつ
プローブが備えられ、そのプローブの変位速度が１ｍｍ／ｓの速度に調節された装置を使
用して、摩擦係数を測定した。各混合物について、約１ｍｍの厚さをもつ混合物の層を、
Nichiban社から「Nistack NW-20」の名称で販売されている両面セロテープ（登録商標）
で覆ったスライドグラスの上に広げた。各混合物の摩擦係数を、次に上記装置で測定した
：装置のプローブは、スライドグラス状に堆積した混合物の層中をこすりながら移動する
。動摩擦係数の平均値は、同一サンプル上でのプローブの２番目及び５番目のパスの間に
測定された値の平均値として計算される。以下の結果が得られた：
【０１０２】
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【表２】

【０１０３】
　５～４０質量％のオルガノシリコーン粒子を含む混合物Ｂ、Ｃ、Ｄ、及びＥが、混合物
Ａ及びＦのものよりも低い摩擦係数を示すことを発見した。したがって、小板形状マイカ
及び上記オルガノシリコーン粒子の混合物は、単独で用いたそれら各粒子の滑り特性より
も良好な滑り特性を示す。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】図１は「ボウル」形を有する小板形状粒子の断面図である。
【符号の説明】
【０１０５】
　１０…凹形粒子、１１…内側の弧、２１…外側の弧、３１…それぞれの弧の終端を結合
するセグメント

【図１】
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